安心見守りネットワーク事業について
１　目的
日常生活に不安があり、常に見守りが必要な高齢者世帯に緊急通報装置を貸出し、緊急時の対応や相談通報、月一回の安否確認を行うことで、高齢者が安心して生活できる環境を整えることを目的としています。
２　対象者

次の要件を全て満たす方を対象とし、市が利用者の決定をしています。
（１）市内に住所を有すること。
（２）日常生活において不安があり常に見守りを必要とすること。
（３）６５歳以上であること。
（４）同一世帯に介護のできる者がいない又は長時間不在になること。
（５）同一世帯に属する者について、市税等の滞納がないこと。
　※端末の利用にあたって、原則、固定電話の回線が必要です。
（固定電話がない場合、携帯型端末の利用が可能ですので、ご相談ください。）
３　利用者負担

（１）月額２００円のサービス利用料が必要
（機器の設置が月の途中のときは月額を負担し、撤去の月は負担を要しない。）

※２月、６月、１０月（４カ月毎）に、その前月分までの利用料が口座から引き落とし通帳には「サスケリヨウリョウ」と記載
（２）サービス利用に伴う電話使用料（通話料を含む）

（３）利用者の故意による故障が生じたときの機器の修理代

（４）自己都合による機器の移転設置費用
（５）新規に電話回線設置を必要とするときの設置負担金及び契約料等

４　申請方法
（１）申請者（利用予定者）からの依頼を受け、地区の民生委員、地域包括支援センター職員又は介護支援専門員が世帯状況の確認を行い、申請者と申請書を作成。
（２）高齢者福祉課に申請書提出。
（利用者家族、民生委員、地域包括支援センター職員、ケアマネジャー等から）
※協力員については申請書に記載をお願いします。
※協力員とは緊急時にボタンを押した利用者がコールセンターの呼びかけに応答しな
い時、現場確認する方。

※契約書は利用対象者として決定後に、市から本人へ送付します。
５　申請から設置までの流れ
（１）市が利用対象者として決定後、市から利用者へ決定通知書と契約書を送付。
（契約書は市と利用者でやり取りを行います。）
（２）市から委託業者に発注。
（委託業者は、周南マリコム株式会社「サスケセンター」）
（３）委託業者から利用者に日程調整の連絡。
（日程調整後、委託業者から立会い予定の方にも連絡が入ります。）
（４）委託業者が機械を設置。
（その際、利用者の生活状況の聞き取りや口座引落しの手続き等も行います。）

６　聞き取り内容
（１）氏名・住所など　　氏名、性別、同居人の有無、生年月日、住所、電話番号、救急車が利用者宅へ向かう際の目標物
（２）身体状況①　　　　血液型、体重、アレルギー、薬、病歴、健康状態、かかりつけ病院
（３）身体状況②　　　　視力、聴力、歩行、認知症状、転倒

（４）生活サポート　　　介護サービスの利用状況（ケアマネジャー、デイサービス、ヘルパーなど）、タクシー店、石油店　　
（５）緊急連絡先　　　　協力員、救急搬送後等の報告先（ご家族、民生委員・児童委員）
（６）設置場所　　　　　機器の設置場所、寝室場所、救助口
７　機器の利用
（１）　緊急時　　　　　体の調子が悪い、救急車を呼んでほしい
（２）　相談時　　　　　体や病気のことで相談したい
（３）　生活サポート　　タクシーの手配をお願いしたい

（４）　生活相談　　　　救急病院の紹介
（５）　安否確認　　　　月一回、利用者の生活の様子などを確認する　　など
※機器の「緊急」・「相談」ボタンは、どちらを押しても同じコールセンターにつながります。
※ペンダント型の機器は、自宅屋内のみでの利用となります。ボタンを押すと通報はコールセンターに入りますが、会話機能はついていません。
８　通報時の流れ
＜緊急時＞①利用者が応答できる場合




＜緊急時＞②利用者が応答できない場合






＜③相談時＞
　
　　　　
　　　　

９　撤去

（１）利用者、家族、関係機関等　　　市またはサスケセンターへ撤去希望の連絡。
（２）サスケセンターが利用者または家族に日程調整を行い、撤去に伺う。
（３）サスケセンター　　　市、サスケに登録がある関係機関へ撤去報告。
１０　休止・再開
休止したい時・・・利用者、家族、関係機関等　　　市又はサスケセンターへ連絡。
（一か月以上ご自宅をあけられる場合等は、【休止】とさせていただきます。）
再開したい時・・・利用者、家族、関係機関等　　　市又はサスケセンターへ連絡。
１１　周南マリコム株式会社サスケセンターの電話番号について
サスケセンターへ発信する時　　　0120-270-382
　サスケセンターから着信がある時　050-3776－5132　（繋がらない時　0834-22-8030）
１２　その他
（１）毎日コールについて
　　オプションで、安否確認の回数を追加できます。（利用料は、利用者負担）
　　・回数の追加を希望の場合：350円／回＋消費税
　　・毎日の安否確認を希望の場合：6,000円／月＋消費税
（２）認知症の症状がある利用者への安否確認について
　　認知症の症状がある利用者には、安否確認を月２回（通常は月１回）行います。設置時の聞き取りやコールセンターとのやりとりの中で、委託業者が必要性を判断します。

（３）警備員の駆けつけ対応について
　　協力員に連絡が取れない、利用者宅に速やかに訪問できる状況でない不在等の場合、駆けつけ対応事業者が駆けつけ対応による安否確認を行います。駆けつけ対応業者は、【北陽警備保障株式会社】です。
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